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（本資料の金額表記は、億円未満を四捨五入しております） 
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連結損益の概要（連結損益の概要（11--33月）月）

売上高 △21億円
主力のゴルフクラブ「新・ゼクシ
オ」は、店頭販売シェアNo.1を
獲得するも１ｰ２月の寒波・降
雪と東日本大震災の影響で、
消費が大きく低迷。韓国・中国
販社の連結加入や、米国など
でクラブ増販による増収はあっ
たが、国内の減収をカバーでき
ず、減収。

経常利益 △9億円
減収による減益に加え、主力
の「新・ゼクシオ」クラブが発売
２年目となったことで構成が悪
化したことにより減益。

純利益 △5億円
【対前年同期増減の内訳】

・経常利益 △9億円
・震災関連費用、他△1億円
・税負担減 ＋5億円

売上高 △21億円
主力のゴルフクラブ「新・ゼクシ
オ」は、店頭販売シェアNo.1を
獲得するも１ｰ２月の寒波・降
雪と東日本大震災の影響で、
消費が大きく低迷。韓国・中国
販社の連結加入や、米国など
でクラブ増販による増収はあっ
たが、国内の減収をカバーでき
ず、減収。

経常利益 △9億円
減収による減益に加え、主力
の「新・ゼクシオ」クラブが発売
２年目となったことで構成が悪
化したことにより減益。

純利益 △5億円
【対前年同期増減の内訳】

・経常利益 △9億円
・震災関連費用、他△1億円
・税負担減 ＋5億円

5
(3.8％)

8
(5.7％)

7
(5.1％)

136

当四半期 増 減前年同期

△49.6%△510
(6.6％)

純利益純利益
（純利益率）（純利益率）

△53.6％△917
(10.6％)

経常利益経常利益
（経常利益率）（経常利益率）

△58.3％△1017
(10.6％)

営業利益営業利益
（営業利益率）（営業利益率）

△13.4%△21158売上高売上高

△1,7913,6091,818１株当たり純利益１株当たり純利益
（（EPSEPS）（円））（円）

（単位：億円）

※金額は億円未満四捨五入
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連結経常利益増減要因（連結経常利益増減要因（11--33月）月）

※金額は億円未満四捨五入
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ゴルフ市場動向ゴルフ市場動向

ゴルフ場入場者とゴルフ用品小売市場動向

※2008年平均を100とした指数で表示(当社推定)

1-3月の状況
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2008年 2009年 2010年 2011年上期
国内ゴルフ用品小売市場
寒波･降雪の影響に加え東日本大震災により関
東・東北地区で前年を大きく下回ったことで、当
四半期は対前年同期比で81%となった。

(予想)

米国ゴルフクラブ市場

国内ゴルフクラブ市場
国内ゴルフ場入場者
寒波・降雪の影響に加え、東日本大震災により
関東・東北地区で前年を大きく下回ったことで、
当四半期は対前年同期比で89%となった。

米国ゴルフ用品小売市場
消費の回復傾向に伴い、ゴルフクラブ市況も前
年よりプラスに転じたことで、当四半期は対前
年同期比で110%となった。

米国ゴルフ場入場者
低温傾向など天候は良くなかったが、プレー意
欲は堅調で、当四半期は対前年同期比で
110％となった。

4

連結売上高 前年同期比較（1-3月）

△11.0%△3312727ボールボール

1717

7373

当四半期当四半期

20

86

前年同期前年同期

シューズ・アクセサリー他シューズ・アクセサリー他

クラブクラブ

△14.8%△3

増増 減減（単位：億円）

△15.8%△14

113636

55

113232

11

1144

117117

スポーツ用品事業スポーツ用品事業

△18.7% △01ライセンス収入ライセンス収入

△13.8% △21153

△ 1.0% △05その他その他

ゴルフ用品ゴルフ用品

158

15

137

テニス用品テニス用品

△13.4% △21合合 計計

△ 6.6% △1

△14.6% △20

※金額は億円未満四捨五入
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所在地別売上高・営業利益所在地別売上高・営業利益

国内は韓国・中国の販社が連結加入したことで、両社の売上が「その他」に計上されるようになったこと(売
上高影響額 △３億円)や、寒波・降雪・大震災の影響により減収。利益面では構成の悪化もあり減益。

北米は、クリーブランドゴルフのゴルフクラブ「ランチャーシリーズ」が好調で、円高の影響をカバーして増収。
一方利益面でも、増収に伴い増益となった。

<参考> 1Q US$平均レート 2011年 82.31円 ← 2010年 90.69円
その他エリアでは、韓国スリクソン販社設立と中国・香港販社の連結加入により増収・増益。

国内は韓国・中国の販社が連結加入したことで、両社の売上が「その他」に計上されるようになったこと(売
上高影響額 △３億円)や、寒波・降雪・大震災の影響により減収。利益面では構成の悪化もあり減益。

北米は、クリーブランドゴルフのゴルフクラブ「ランチャーシリーズ」が好調で、円高の影響をカバーして増収。
一方利益面でも、増収に伴い増益となった。

<参考> 1Q US$平均レート 2011年 82.31円 ← 2010年 90.69円
その他エリアでは、韓国スリクソン販社設立と中国・香港販社の連結加入により増収・増益。

（単位：億円）

△14141営業利益

△33 （△28.4％）11683売上高
日本

増減前年同期当四半期

+111営業利益

+5 （+28.6％）1621売上高
その他

+3△03営業利益

+7 （+29.1%)2533売上高
北米

（単位：億円）

△10177営業利益

△21 (△13.4％）158136売上高
合計

+022営業利益

－ （－）－－売上高
消去・全社

※金額は億円未満四捨五入
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海外売上高海外売上高(1(1--33月月))

前年同期前年同期

75

18

11

32
日本

北米

欧州

その他

当四半期当四半期

105

12

17

24

（単位：億円）

日本

北米

欧州

その他

海外売上高比率44.7％(為替の影響を除くと45.7％)

北米は「クリーブランドゴルフ ランチャーシリーズ」のウッドが好調なことに加え、スリクソン

ゴルフボールも好調でシェアアップしたことから、大きく増収となった。

欧州はクリーブランドゴルフのウエッジが前年好調だった反動で減収。ポンド安による目減りも

影響。 <参考> 1Q ￡平均レート 2011年 131.96円 ← 2010年 141.52円

その他エリアでは、韓国スリクソン販社の連結加入などにより増収。

北米は「クリーブランドゴルフ ランチャーシリーズ」のウッドが好調なことに加え、スリクソン

ゴルフボールも好調でシェアアップしたことから、大きく増収となった。

欧州はクリーブランドゴルフのウエッジが前年好調だった反動で減収。ポンド安による目減りも

影響。 <参考> 1Q ￡平均レート 2011年 131.96円 ← 2010年 141.52円

その他エリアでは、韓国スリクソン販社の連結加入などにより増収。

連結売上高 158億円 連結売上高 136億円

※金額は億円未満四捨五入

海外売上高比率33.5％
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ブランド別売上高ブランド別売上高(1(1--33月月))

10%

20%

23% 47%

ゼクシオは国内市場の縮小と、主力のゴルフクラブ「新・ゼクシオ」が２年目となったことで、構成比

が低下。

スリクソンはゴルフボールの拡販と「GiE」ゴルフクラブの投入で構成比が上昇。

クリーブランドゴルフは、海外でゴルフクラブ新商品「ランチャーシリーズ」が好調で、構成比が上昇。

ゼクシオは国内市場の縮小と、主力のゴルフクラブ「新・ゼクシオ」が２年目となったことで、構成比ゼクシオは国内市場の縮小と、主力のゴルフクラブ「新・ゼクシオ」が２年目となったことで、構成比

が低下。が低下。

スリクソンはゴルフボールの拡販と「スリクソンはゴルフボールの拡販と「GiEGiE」ゴルフクラブの投入で構成比が上昇。」ゴルフクラブの投入で構成比が上昇。

クリーブランドゴルフは、海外でゴルフクラブ新商品「ランチャーシリーズ」が好調で、構成比が上昇。クリーブランドゴルフは、海外でゴルフクラブ新商品「ランチャーシリーズ」が好調で、構成比が上昇。

ゴルフ用品の売上におけるブランド構成比

当四半期当四半期前年同期前年同期

その他

7%

27%

32%
34%

その他

8

バランスシートの推移バランスシートの推移
現預金を圧縮したが、季節要因により棚卸資産や売掛債権が増加したことで、流動資産が増加。

季節要因により資金需要が増加。短期借入金が増加したことなどで負債が増加。

純資産は少数株主持分及び評価・換算差額等が増加したことなどで増加。

現預金を圧縮したが、季節要因により棚卸資産や売掛債権が増加したことで、現預金を圧縮したが、季節要因により棚卸資産や売掛債権が増加したことで、流動資産が流動資産が増加増加。。

季節要因により資金需要が増加。短期借入金が増加したことなどで負債季節要因により資金需要が増加。短期借入金が増加したことなどで負債がが増加増加。。

純資産は少数株主持分及び評価・換算差額等が増加したことなどで増加。純資産は少数株主持分及び評価・換算差額等が増加したことなどで増加。

34

期末期末

57

第第11四半期末四半期末

20201111年年

78

第第11四半期末四半期末

20201010年年

+23有利子負債有利子負債

対前期末増減対前期末増減

（単位：億円）
有利子負債

（単位：億円）

※※自己資本比率自己資本比率 60.160.1％％

固定資産固定資産
226363
((+2+2))

(内、少数株主持分 16)

負債負債

220707
((+25+25))

純資産純資産

335252
((+2+2))

流動資産流動資産

296296
((+2+26)6)

総資産559総資産559

前期末前期末

※※自己資本比率自己資本比率 63.063.0％％

固定資産固定資産
226161

(内、少数株主持分 15)

負債負債

181181

純資産純資産

335050

流動資産流動資産

270270

総資産532総資産532

当第１四半期末当第１四半期末※金額は億円未満四捨五入
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連結連結業績予想（上期）業績予想（上期）

売上高△53億円 主力のゴルフクラブ「新・ゼクシオ」が発売２年目となり売上が減少することに加え、
大震災の影響により大きく市況が悪化することから、国内売上高は前年を大きく下回る見込み。
海外では増販の見込みだが、トータルでは前年同期比で53億円の減収を見込む。

＊201１年上期のゴルフ用品市場(予想) 国内：前年比78%、米国：前年比104%

経常利益△33億円 経費の節減。コストダウンなどの増益対策に努めるも、減収の影響は大きい。

純利益△21億円 経常利益の減に加え、震災関連で特損が発生。

売上高△53億円 主力のゴルフクラブ「新・ゼクシオ」が発売２年目となり売上が減少することに加え、
大震災の影響により大きく市況が悪化することから、国内売上高は前年を大きく下回る見込み。
海外では増販の見込みだが、トータルでは前年同期比で53億円の減収を見込む。

＊201１年上期のゴルフ用品市場(予想) 国内：前年比78%、米国：前年比104%

経常利益△33億円 経費の節減。コストダウンなどの増益対策に努めるも、減収の影響は大きい。

純利益△21億円 経常利益の減に加え、震災関連で特損が発生。

（単位：億円）（単位：億円）

10

19

18

320

当初当初

公表値公表値※※

△9

△17

△17

△40

増増 減減

△21

△33

△35

△53

増増 減減

△95.4%

△94.3%

△97.2%

△16.0%

1
(0.4%)

2
(0.7%)

1
(0.4%)

280

20201111年年

上期予想上期予想

20201010年年

上期実績上期実績

22
(6.5%)

当期純利益当期純利益

（純利益率）（純利益率）

35
(10.5%)

経常利益経常利益

（経常利益率）（経常利益率）

36
(10.7%)

営業利益営業利益

（営業利益率）（営業利益率）

333売上高売上高

△7,2617,609348１株当たり１株当たり
当期純利益（円）当期純利益（円）

※2011/2/14の
業績予想値

※金額は億円未満四捨五入

10

連結経常利益増減要因（連結経常利益増減要因（上期上期））

※金額は億円未満四捨五入
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連結売上高 前年同期比較（上期）

△11.6%△8686060ボールボール

3939

136136

当上当上期期

45

167

前年同期前年同期

シューズ・アクセサリー他シューズ・アクセサリー他

クラブクラブ

△13.2%△6

増増 減減（単位：億円）

△18.7%△31

280280

1515

265265

11

2828

235235

スポーツ用品事業スポーツ用品事業

△13.7% △02ライセンス収入ライセンス収入

△16.1% △51316

△14.5% △317その他事業その他事業

ゴルフ用品ゴルフ用品

333

34

280

テニス用品テニス用品

△16.0% △53合合 計計

△16.7% △6

△16.1% △45

※金額は億円未満四捨五入

12

連結連結業績予想業績予想((通期）通期）

通期の業績予想については、当下期(7～12月)へ及ぼす震災の影響が現時点では不透

明であり算出が困難なため、当下期の業績は震災の影響を含まず前回どおりとし、当上期

(1～6月)の影響のみを加味し、修正した予想。

通期の業績予想については、当下期(7～12月)へ及ぼす震災の影響が現時点では不透

明であり算出が困難なため、当下期の業績は震災の影響を含まず前回どおりとし、当上期

(1～6月)の影響のみを加味し、修正した予想。

（単位：億円）（単位：億円）

22

44

43

650

当初当初

公表値公表値※※

△9

△17

△17

△40

増増 減減

△15

△20

△24

△26

増増 減減

△54.3 %

△42.5 %

△48.3%

△4.1%

13
(2.1%)

27
(4.4%)

26
(4.3%)

610

20201111年年

通期予想通期予想

20201010年年

通期実績通期実績

28
(4.5%)

当期純利益当期純利益

（純利益率）（純利益率）

47
(7.4%)

経常利益経常利益

（経常利益率）（経常利益率）

50
(7.9%)

営業利益営業利益

（営業利益率）（営業利益率）

636売上高売上高

△5,3789,9084,530１株当たり１株当たり
当期純利益（円）当期純利益（円）

※2011/2/14の
業績予想値

※金額は億円未満四捨五入


